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14. 再生医療等の内容をできる限り平易な表現を用いて記載した書類
NK細胞療法とは？

人間のからだには細菌やウィルスなどの外敵から身を守るためのふたつの防御機能があります。

ひとつは人が生まれてから自然に備わっている「自然免疫」であり、代表的なものにNK(ナチュラルキラー)細胞があります。

もうひとつは外敵に対する記憶をもとに誘導される「獲得免疫」で、T細胞やB細胞などがこれに該当します。

抗原を必要としないで体内の異物に攻撃を行えるNK細胞を利用したがん免疫療法が「NK細胞療法」と呼ばれています。

NK細胞の培養

NK細胞は抗原を必要としない自然免疫の一種の単体でがん細胞に攻撃を仕掛ける事が出来ますが、細胞自体の寿命が短いため、NK細胞の量を増やしてがん細胞との接触の機会を増やす事が効果的です。

はじめに、患者様から約30mlの採血をし、血中に含まれるNK細胞を取り出します。これらをおよそ２～３週間かけてクリーンルーム（無菌室）にて治療に必要な量のNK細胞の培養・活性化を行い、静注により患者さんの体内に戻し、がん細胞と戦わせます。

※患者様の容体や体質等によっては、細胞が増殖しにくい等、培養に問題がでるケースがあるため、初回の採血のみ、約16 ml分の予備採血をさせていただきます。

NK細胞の投与

約2～3週間の培養の後に、十分に増えたNK細胞を、点滴により静脈内に投与します。

NK細胞療法の効果

ある種のがん細胞では、自己の細胞であることを示すMHCと呼ばれる細胞表面のタンパク質が消失することが知られています。そうした細胞は、NK細胞によって非自己と認識されて攻撃を受け、体内から排除されます。NK細胞療法は、この効果を期待したがん免疫療法の一種です。また、NK細胞の投与により、総合的な免疫力の向上が期待されます。
NK細胞療法は患者様自身から取り出して細胞を培養しているため、患者様にお戻しした後も親和性が高く、副作用の危険性が少ない治療法として知られています。
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